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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年11月4日(2011.11.4)

【公開番号】特開2010-189514(P2010-189514A)
【公開日】平成22年9月2日(2010.9.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-035
【出願番号】特願2009-34373(P2009-34373)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/46     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ  17/42     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  71/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｌ
   Ｃ０９Ｂ  67/46    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｆ
   Ｂ０１Ｆ  17/42    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  65/48    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  71/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月15日(2011.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　片末端領域に１つのヒドロキシル基若しくは１級アミノ基を有する重合体（Ａ）のヒド
ロキシル基若しくは１級アミノ基と、ポリイソシアネート（Ｂ）の少なくとも１つのイソ
シアネート基とを反応してなる重合体（Ａ）部位を少なくとも１つ有する（ポリ）イソシ
アネート（Ｅ）のイソシアネート基と、
　少なくとも２つの一級及び／又は二級アミノ基を有するポリアミン（Ｃ）の一級及び／
又は二級アミノ基と、
　を反応させてなる１級アミノ基を有する分散剤であり、
　アミン価が１～１０７．１５ｍｇＫＯＨ／ｇであることを特徴とする分散剤。
【請求項２】
　片末端領域に１つのヒドロキシル基若しくは１級アミノ基を有する重合体（Ａ）が、下
記一般式（１）で示されることを特徴とする請求項１記載の分散剤。
　一般式（ １ ） ：
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【化１】

〔一般式（１）中、
　Ｙ 1は、炭素原子数１～２０、酸素原子数０～１２、及び窒素原子数０～３の１価の末
端基、
　Ｘ1は、－Ｏ－、－Ｓ－、又は－Ｎ（Ｒ0）－（ 但し、Ｒ0は水素原子又は炭素原子数１
～１８の直鎖状若しくは分岐状のアルキル基）であり、
　Ｚ1は、－ＯＨ、または－ＮＨ2であり、
　Ｇ1 は、－Ｒ2－Ｏ－で示される繰り返し単位であり、
　Ｇ2 は、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ3－Ｏ－で示される繰り返し単位であり、
　Ｒ2は炭素原子数２～８の直鎖状若しくは分岐状のアルキレン基、又は炭素原子数３～
８のシクロアルキレン基であり、
　Ｒ3は炭素原子数１～８の直鎖状若しくは分岐状のアルキレン基、又は炭素原子数４～
８のシクロアルキレン基であり、
　Ｒ1は、前記Ｒ2、又は－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ3－であり、
　ｍ１は、０～１００の整数であり、
　ｍ２は、０～１００の整数であり、
　但しｍ１＋ｍ２は、１ 以上２００ 以下の整数であり、
　一般式（ １ ） における前記繰り返し単位Ｇ1及びＧ2の配置は、その順序を限定する
ものではなく、
　一般式（１）で表される重合体において、Ｘ1とＲ1との間に繰り返し単位Ｇ1及びＧ2が
任意の順序で含まれていることを示し、
　更に、それらの繰り返し単位Ｇ1及びＧ2は、それぞれランダム型又はブロック型のどち
らでもよい。〕
【請求項３】
　前記一般式（１）中のＹ1が、炭素原子数１～１８の直鎖状若しくは分岐状のアルキル
基であることを特徴とする、請求項２記載の分散剤。
【請求項４】
　ポリアミン（Ｃ）が、２つ以上の１級アミノ基を有するポリアミンであるか、両末端に
２つの１級及び／又は２級アミノ基を有し、さらに、両末端以外に２級アミノ基を有する
ポリアミンであることを特徴とする請求項１～３いずれか記載の分散剤。
【請求項５】
　片末端領域に１つのヒドロキシル基若しくは１級アミノ基を有する重合体（Ａ）の重量
平均分子量が、５００～３０，０００であることを特徴とする請求項１～４いずれか記載
の分散剤。
【請求項６】
　重量平均分子量が、１，０００～１００，０００であることを特徴とする請求項１～５
いずれか記載の分散剤。
【請求項７】
　前記一般式（１）中のｍ２が、３～７０の整数であることを特徴とする、請求項２～６
いずれか記載の分散剤。
【請求項８】
　前記一般式（１）中のｍ１が、２～２０の整数であることを特徴とする、請求項２～７
いずれか記載の分散剤。
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【請求項９】
　モノアルコール、１級モノアミン、２級モノアミン、及びモノチオールからなる群から
選ばれる１種類以上の化合物を開始剤として、アルキレンオキサイド、ラクトン、及びラ
クチドからなる群から選ばれる１種類以上の環状化合物を開環重合して片末端領域に１つ
のヒドロキシル基を有する重合体（Ａ）を製造する第一の工程と、
　前記片末端領域に１つのヒドロキシル基を有する重合体（Ａ）のヒドロキシル基と、ポ
リイソシアネート（Ｂ）の少なくとも１つのイソシアネート基と、を反応してなる重合体
（Ａ）部位を少なくとも一つ有する（ポリ）イソシアネート（Ｅ）を製造する第二の工程
と、並びに、
　前記重合体（Ａ）部位を少なくとも一つ有する（ポリ）イソシアネート（Ｅ）のイソシ
アネート基と、少なくともポリアミン（Ｃ）を含むアミン化合物の一級及び／又は二級ア
ミノ基と、を反応させる第三の工程と、
　を含む分散剤の製造方法。
【請求項１０】
　モノアルコール、１級モノアミン、２級モノアミン、及びモノチオールからなる群から
選ばれる１種類以上の化合物を開始剤として、アルキレンオキサイド、ラクトン、及びラ
クチドからなる群から選ばれる１種類以上の環状化合物を開環重合し、更に、その片末端
領域のヒドロキシル基を還元アミノ化して、片末端領域に１つの１級アミノ基を有する重
合体（Ａ）を製造する第一の工程と、
　前記片末端領域に１つの１級アミノ基を有する重合体（Ａ）の１級アミノ基と、ポリイ
ソシアネート（Ｂ）の少なくとも１つのイソシアネート基と、を反応してなる重合体（Ａ
）部位を少なくとも一つ有する（ポリ）イソシアネート（Ｅ）を製造する第二の工程と、
並びに、
　重合体（Ａ）部位を少なくとも一つ有する（ポリ）イソシアネート（Ｅ）のイソシアネ
ート基と、少なくともポリアミン（Ｃ）を含むアミン化合物の一級及び／又は二級アミノ
基と、を反応させる第三の工程と、
　を含む分散剤の製造方法。
【請求項１１】
　第一の工程、第二の工程、及び／又は第三の工程が溶剤中で行なわれ、該溶剤が、ジエ
チレングリコールジエチルエーテルであることを特徴とする請求項９または１０記載の分
散剤の製造方法。
【請求項１２】
　請求項１～８いずれか記載の分散剤と、顔料とを含んでなる顔料組成物。
【請求項１３】
　さらに、下記一般式（２）で表される酸性置換基を有する色素誘導体、下記一般式（３
）で表される酸性置換基を有する色素誘導体、及び下記一般式（４）で表される酸性置換
基を有する色素誘導体からなる群から選ばれる一種類以上の酸性置換基を有する色素誘導
体を含んでなる請求項１２記載の顔料組成物。
　一般式（２）：
　Ｐ－Ｚ2

（一般式（２）中、Ｐは、アゾ系、ベンズイミダゾロン系、フタロシアニン系、キナクリ
ドン系、アントラキノン系、ジオキサジン系、ジケトピロロピロール系、キノフタロン系
、イソインドリノン系、イソインドリン系、ペリレン系、ペリノン系、フラバンスロン系
、ピランスロン系、及びアンスラピリミジン系からなる群から選ばれる一種の有機色素残
基であり、Ｚ2は、スルホン酸基又はカルボキシル基である。）
　一般式（３）：
（Ｐ－Ｚ3）［Ｎ+（Ｒ4，Ｒ5，Ｒ6，Ｒ7）］
（一般式（３）中、Ｐは、アゾ系、ベンズイミダゾロン系、フタロシアニン系、キナクリ
ドン系、アントラキノン系、ジオキサジン系、ジケトピロロピロール系、キノフタロン系
、イソインドリノン系、イソインドリン系、ペリレン系、ペリノン系、フラバンスロン系
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、ピランスロン系、及びアンスラピリミジン系からなる群から選ばれる一種の有機色素残
基であり、Ｒ4は、炭素数５～２０のアルキル基であり、Ｒ5，Ｒ6，及びＲ7は、それぞれ
独立に、水素原子又は炭素数１～２０のアルキル基であり、Ｚ3は、ＳＯ3

-又はＣＯＯ-で
ある。）
　一般式（４）：
（Ｐ－Ｚ4）Ｍ+

（一般式（４）中、Ｐは、アゾ系、ベンズイミダゾロン系、フタロシアニン系、キナクリ
ドン系、アントラキノン系、ジオキサジン系、ジケトピロロピロール系、キノフタロン系
、イソインドリノン系、イソインドリン系、ペリレン系、ペリノン系、フラバンスロン系
、ピランスロン系、及びアンスラピリミジン系からなる群から選ばれる一種の有機色素残
基であり、Ｍは、Ｎａ又はＫ原子であり、Ｚ4は、ＳＯ3

-又はＣＯＯ-である。）
【請求項１４】
　請求項１２又は１３記載の顔料組成物をワニスに分散させてなる顔料分散体。
【請求項１５】
　ワニスが、溶剤として、ジエチレングリコールジエチルエーテルを含んでなることを特
徴とする請求項１４記載の顔料分散体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　前記課題は、
　片末端領域に１つのヒドロキシル基若しくは１級アミノ基を有する重合体（Ａ）のヒド
ロキシル基若しくは１級アミノ基と、ポリイソシアネート（Ｂ）の少なくとも１つのイソ
シアネート基とを反応してなる重合体（Ａ）部位を少なくとも１つ有する（ポリ）イソシ
アネート（Ｅ）のイソシアネート基と、
　少なくとも２つの一級及び／又は二級アミノ基を有するポリアミン（Ｃ）の一級及び／
又は二級アミノ基と、
　を反応させてなる１級アミノ基を有する分散剤であり、
　アミン価が１～１０７．１５ｍｇＫＯＨ／ｇであることを特徴とする分散剤により解決
することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
又、本発明による分散剤の好ましい様態においては、ポリアミン（Ｃ）が、２つ以上の１
級アミノ基を有するポリアミンであるか、両末端に２つの１級及び／又は２級アミノ基を
有し、さらに、両末端以外に２級アミノ基を有するポリアミンであることを特徴とする前
記分散剤である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　又、本発明による分散剤の好ましい様態においては、重量平均分子量が、１，０００～
１００，０００であることを特徴とする前記分散剤である。
　又、本発明による分散剤の好ましい様態においては、前記一般式（１）中のｍ２が、３
～７０の整数であることを特徴とする前記分散剤である。
　又、本発明による分散剤の好ましい様態においては、前記一般式（１）中のｍ１が、２
～２０の整数であることを特徴とする前記分散剤である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
本発明の分散剤は、
片末端領域に１つのヒドロキシル基若しくは１級アミノ基を有する重合体（Ａ）のヒドロ
キシル基若しくは１級アミノ基と、ポリイソシアネート（Ｂ）の少なくとも１つのイソシ
アネート基とを反応してなる重合体（Ａ）部位を少なくとも１つ有する（ポリ）イソシア
ネート（Ｅ）のイソシアネート基と、
　少なくとも２つの一級及び／又は二級アミノ基を有するポリアミン（Ｃ）の一級及び／
又は二級アミノ基と、
　を反応させてなる１級アミノ基を有する分散剤であり、
　アミン価が１～１０７．１５ｍｇＫＯＨ／ｇであることを特徴とする分散剤である。
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